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そ

識を２か所新設すると

の

ともに老朽化の著しい

他

標識３基を計画どおり

　

更新した。

Ａ：成果が

】

あがった

【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

避難誘導標識設置促進

類

事業

防災危機管理部　

ハ

防災危機管理課

00－ ーxxxxxx－xx0 ド000 ○ ●

05 基本目

ソ

標５　　安全で、みん

フ

なが快適に暮らせるま

ト

ち
総合計画の

01 ①〈

根

安　全〉　災害に強い

拠

安全なまちづくりを進

法

める
位置付け

01 1 

令

安全に対する意識を高

等

める

市民

□ □ □ □ 企業

対

、店舗、事業所、ＮＰ

象

Ｏ

大災害が発生した場

・

合に、誰もが指定避難

受

施設に到達できるよ 地

益

域住民が安全に避難で

者

きるようにするため、

事

指定避難施設へ
うにな

業

っています。 の避難誘

期

導標識を企業や事業所

間

などの協力を得て作成

委

し、住民
への周知を図

託

ります。

協力要請した

、

事業所等数 事業所

－

5

協

5 5

1

避難誘導標識設

働

置箇所数 箇所

－

5 50

【

50

5

③：遅れている

委

協賛企業を募ったが、

託

賛同が得られなかった

：

。

　災害時における避

3

難誘導標識は、その目

セ

的に応じて7種類あり

ク

、このうち市内では未

・

だに指定避難施設誘導

財

標識は設置されて
いな

団

いため、この設置に向

企

けてＮＰＯ法人と協賛

業

企業を募って設置する

Ｎ

ことを協議した。この

Ｐ

ほか、市の事業経費で

Ｏ

広域避難場
所の誘導標
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位

。

必要な所に標識を設

施

置するには、企業等に

策

作成経費ばかりではな

へ

く設置場所についても

の

協力を求めることが必

貢

要と考える。また
、老

献

朽化により表示が見づ

高

らくなっている標識を

市

更新（修繕）し、誰も

民

が分かり易いデザイン

満

を取り入れた標識の設

足

置が求めら
れている。

度

企業、事務所など企業

を

、事務所など企業、事

高

務所など

への協力依頼

め

への協力依頼 への協力

る

依頼

0 0 0 0 0 0 0

0

方

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

策

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

業

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

有

0 0 0 0

0.00 0.

効

00 0.00

0.00

性

0.00 0.40 0.

継

40 0.40 0.00

続

0.00

0.00 0.

に

00 0.00 0.00

よ

0.00 0.00 0.

る

00

0 0 3,357 3

成

,357 3,357 0

果

0

0 0 3,357 3,

向

357 3,357 0 0

上

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定避

の

難施設誘導標識を早期

可

に新設するだけを目指

能

すのではなく、すでに

性

設置されている広域避

低

難場所の案内標識や津

そ

波対策広
報板なども老

の

朽化が著しいため、こ

他

れらの更新も含めて全

事

体の整備計画を明らか

業

にして事業を推進する

の

。

市の事業経費での実

目

施と併せ民間から作成

的

経費や設置場所につい

､

て協力を得ながら、指

対

定避難施設及び広域避

象

難場所への避難誘
導標

､

識の設置及び老朽化し

内

た標識の更新を順次整

容

備する。

現在設置され

分

ている多くの避難施設

高

誘導標識等は、設置
後

受

、相当の年月を経過し

益

ており、老朽化が著し

者

く、これ
らを計画的に

負

更新していく必要があ

担

る。また、地域住民
で

､

あっても指定避難施設

補

を知らない人が増えて

助

いる現況
を考えれば、

額

早期に指定避難施設誘

妥

導標識を新設する手
法

当

として協賛企業を募る

性

ことも有効であると認

中

識してい
る。

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 災害状況が緊迫した

出

場合、身の安全を図る

総

ため自己の判
●■ 断で

合

最寄の避難場所へ自主

評

的に避難することなる

価

。その

■ 際、避難場所

市

まで分かりやすく案内

民

し、誘導する標識は ○

ニ

□ 生命・身体を守る上

ー

で必要性が高い。

□ 避

ズ

難場所を案内する標識

高

は、施設名を表示する

事

ものが多
●■ く設置し

業

てあるが、避難場所の

目

所在を示す方向や経路

的

を

■ 表示した誘導標識

の

は、避難者にとって有

達

効性が高い。 ○
□
■ 平

成

塚市地域防災計画は広

状

域避難場所に対する指

況

定避難路
●

□ や災害時

必

の指定避難施設を定め

要

、市民周知を行ってい

性

る
○

□ が、誘導標識は

市

避難場所まで避難者を

の

安全に案内する適
○

□

関

切な措置として妥当性

与

が高い。

□ 市民に避難

の

場所を認識してもらう

必

ことは重要である。市

要

●
■ の限られた事業経

性

費で新たな誘導標識を

低

設置したり、老
○

■ 朽

事

化した標識を誘導標識

そ

へと更新したりする際

の

、企業等
○

□ の協力を

他

得て作成し効率性を高

上

めることが必要である




